
目 的

伊勢湾におけるイカナゴの再生産状況，成長に関する

データおよび漁況データを収集し，解禁日や終漁日の決

定等，資源管理実践時の科学的根拠として用いる。

方 法

2003年６～11月に伊勢湾外海域の出山夏眠場におい

て夏眠魚の栄養状態や分布密度をモニタリングし，2004

年産卵期の親魚の再生産力を評価した。また，2004年

１～２月にボンゴネットによるイカナゴ仔魚採集調査を

行い，仔魚の出現量，成長量を把握し，新仔漁の漁況予

測や最適解禁日の予測に供した。2004年３月の新仔漁

解禁日以降，操業日毎に全水揚市場において漁獲量，出

漁統数データを収集するとともに，漁獲物標本を採集し，

体長，体重を測定した。これらの調査で得た各操業日の

漁獲尾数，出漁統数データをTaylor's power lawによ

るDeLuryの一般化モデルに当てはめ，2004年漁期の加

入資源尾数を推定した。さらにこの数値と累積漁獲尾数

から漁期途上の残存資源尾数をモニタリングし，最適終

漁日設定の判断材料とした。

結果および考察

１．2004年産卵期の産卵量水準

2003年６～11月に実施した夏眠魚の空釣り調査結果

（図１）をもとに，2004年産卵期の総親魚量を推定した

結果，約41億尾と推定された（図２）。これは，昨年

（2003年産卵期）の1/4の親魚量と見積もられるものの，

一昨年（2002年産卵期）とほぼ同程度の近年では比較

的高い水準にあると考えられた。

図３に2003年における夏眠魚の体長組成を示した。

この図から，2003年の夏季に採集された夏眠魚は体長

９～11㎝の比較的大きなものが主体となっていること

が分かる。この夏眠魚のほとんどは成長の遅かった１歳

魚（2002年生まれ，2004年産卵期には２歳魚となる）

と考えられた。

親魚の栄養状態は夏眠開始期（夏季）までに決定され，

その後の産卵量に大き影響する。過去の研究によって，

伊勢湾のイカナゴは夏眠開始期までに肥満度4.2以上確

保できないと成熟できないことが分かっている。前述し

た親魚量，年齢組成（親魚の大きさ）に加え，栄養状態

も考慮し推定した2004年の総産卵量は約７兆粒であっ

た（図４）。親魚量が比較的多く，さらに，抱卵数の多

い大型の２歳親魚が多いため，総産卵数は近年では高水

準にあったと考えられた。

２．2003年加入期におけるイカナゴ仔魚出現状況

ボンゴネットによる仔魚採集状況を図５および表１に

示した。

１）第１回調査（2003年12月25日，愛知水試実施）

湾口部のみで実施した。イカナゴは採集されなかった。

水温低下が著しく，12月下旬の調査時に多くのイカナ

ゴ仔魚が採集された昨年のような早期の産卵はなかった

と考えられた。
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図１ 出山におけるイカナゴ夏眠魚採集数の推移

図２ 産卵期における親魚量の推移
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２）第２回調査（2004年１月６日，愛知水試実施）

湾口部のみで実施した。近年では高い水準の仔魚が採

集された。採集された仔魚のほとんどは体長４㎜未満の

ふ化後間もない仔魚であり，この時点で湾口部でのふ化

が本格化したと考えられた。

３）第３回調査（2004年１月15～16日，三重科技セン

ター実施）

伊勢湾全域のおいて実施した。イカナゴ仔魚は湾全域

で採集され，湾内への拡散が順調に進行していた。湾内

全測点の平均採集尾数は141尾／㎡であり，2002年，

2003年には及ばないものの，近年では比較的高い水準

であった（表１）。採集された仔魚は体長６㎜前後が主

体で，体長４～10㎜の比較的狭い体長範囲を示した。

体長３～４㎜の仔魚の採集量は少なく，湾口部における

図３ 夏眠魚の体長組成の推移

図４ 産卵量の推移

ふ化のピークは終了したと考えられた。

４）第４回調査（2004年１月27，29日，愛知水試実施）

伊勢湾全域において実施した。湾内全測点の平均採集

尾数は前回調査時より減少し55尾／㎡となったが，１

月下旬の採集数としては平年並みの水準を維持していた

（表１）。採集された仔魚の体長組成は８～10㎜にピー

クがある単峰型で，例年に比べると体長範囲が狭く，1

月上旬にふ化した第一発生群が主群になっていると考え

られた。また，湾口部でのふ化仔魚の採集数は急減し，

この時点で発生はほぼ終息したと考えられた。

５）第５回調査（2004年２月９～10日，三重科技セン

ター実施）

伊勢湾全域において実施した。湾内全測点の平均採集

尾数は前回調査時より大幅に減少したが，これは仔魚の

成長に伴いネットの採集効率が低下したことによるもの

と考えられた（表１）。そこで，より大型の仔魚まで採

集できる表中層トロールネットを用いた採集を行ったと

ころ，今漁期の主群となる平均体長16㎜の仔魚を採集

することができた。ボンゴネットで採集できなくなった

サイズから漁業者による試験曳きまでの間のイカナゴ仔

魚採集に対する当ネットの実用性を確認できた。

以上のボンゴネット調査結果に基づき，今期の加入状

況を総括すると以下のとおりとなる。

①湾口部での発生のピークは１月上旬にあり，１月中旬

以降の湾口部における，ふ化後間もない仔魚の採集状況

から判断すると，比較的短い期間にまとまった発生があ

ったものと考えられた。

②仔魚は１月中旬には湾内全域に定着した。１月中・下

旬の湾内での仔魚採集量は2002年，2003年には及ばな

いものの，近年では高い水準にあり，湾内への仔魚の拡

散，湾内での生き残りは比較的良好であったと考えられ

る。

湾内に仔魚がほぼ定着した段階におけるボンゴネット






